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８
月
13
日
、
鶴
居
事
務
所
大
会

議
室
に
て
、
第
３
回
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
議
長
に
菱
沼 

和

也 

氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
の
定
足
数
は
、
正
組
合
員
総
数

３
０
７
名
に
対
し
、
出
席
組
合
員

数
２
３
２
名
（
本
人
出
席
19
名
、

書
面
議
決
２
１
３
名
）
で
本
総
会

は
成
立
し
た
こ
と
が
議
長
よ
り
告

げ
ら
れ
、
議
事
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
案
と
し
て
、
監
事
の
補
欠
選

任
が
上
程
さ
れ
、
候
補
者
で
あ
る

野
澤 

弘
幸 

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
様
方
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

も
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
対
し
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
御
協
力
を

賜
り
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
尚
、
臨
時
総
会
後
の
監
事
会
に

お
い
て
、
野
澤
監
事
が
代
表
監
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
阿
寒
モ
ル
ト
牛 

昭
和
店
に
て
新
旧
役
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い「
米
」に
焦
点
を
当
て
、
近
年
の
不

足
や
価
格
の
高
騰
、
政
府
備
蓄
米
の
放
出
と
い
っ
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
酪
農
と

は
異
な
る
分
野
で
あ
る
稲
作
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
ホ
ク
レ
ン
本
所 

米
穀
事
業
本
部
よ
り
、 

米
穀
総
合

課 

松
田 

究 

課
長
補
佐
と
、
主
食
課 

國
岡 

路
恵 

課
長
補
佐
を
講
師
に
迎
え
、

Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
に
て
北
海
道
に
お
け
る
う
る
ち
米
の
現
状
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
説
明
に
よ
る
と
、
道
内
の
稲
作
は
２
０
２
１
年
か
ら
み
る
と
、
年
お
よ
そ
８

５
６
ha
の
作
付
面
積
と
６
０
４
戸
の
生
産
者
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
一
戸
あ
た
り
の
経
営
規
模
と
作
業
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
負
担
軽
減
に
向
け
て
、省
力
化
栽
培
に
適
し
た
「
え
み
ま
る
」「
そ

ら
き
ら
り
」
と
い
っ
た
品
種
の
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
減
少
や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
市
場
価
格
に
も
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
多
く

の
気
づ
き
を
得
る
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　
研
修
終
了
後
は
、
同
会
場
に
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
味

し
い
焼
肉
を
囲
み
な
が
ら
、
稲
作

の
現
状
や
酪
農
と
の
比
較
な
ど
が

参
加
者
同
士
で
話
題
に
上
が
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も

学
び
の
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
懇
親
を

深
め
る
と
と
も
に
農
業
の
未
来
を

考
え
る
大
切
な
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

野澤 弘幸 氏 議長　菱沼 和也 氏

第３回　臨時総会　開催第３回　臨時総会　開催

ＪＡくしろ丹頂女性部　新旧役員研修会ＪＡくしろ丹頂女性部　新旧役員研修会
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８
月
８
日
、
青
年
部
音
白
支
部
及
び

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
、
農
村
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
白
糠
町
和
天
別
旧
河
原
小
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
毎
年
恒
例
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、前
日
よ
り
続
い
た
悪
天
候
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
雨
も
上
が
り
、
白
糠
町
の

駒
の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
て
焼
肉
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
美
味
し
い
焼
肉
を
囲
み
な
が
ら
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
食

も
お
酒
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
会
場
で

は
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
生
バ
ン
ド

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
は

花
火
が
配
ら
れ
、
早
速
も
ら
っ
た
花
火

に
火
を
つ
け
て
も
ら
い
「
こ
ど
も
花
火

大
会
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
笑
顔
溢
れ
る
、
賑
や
か

な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合
会
に
よ
る
「
夏
休

み
親
子
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
（
２
泊
３
日
）」
の
２
日
目

を
当
Ｊ
Ａ
が
担
当
し
ま
し
た
。
東
京
や
神
奈
川
な
ど
の

首
都
圏
か
ら
親
子
25
名
を
迎
え
、
青
年
部
・
女
性
部
が

力
を
合
わ
せ
て
酪
農
の
魅
力
に
触
れ
る
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　
午
前
中
は
、
鶴
居
地
区
の
農
事
組
合
法
人 

高
橋
農

場
に
て
子
牛
へ
の
哺
乳
や
、
親
牛
の
餌
寄
せ
な
ど
実
際

の
酪
農
の
仕
事
を
体
験
。
普
段
何
気
な
く
飲
ん
で
い
る

牛
乳
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
現
場

か
ら
学
ん
で
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
昼
食
は
鶴
居
運
動
公
園
に
て
、
青
年
部
・
女
性
部
の

部
員
達
と
一
緒
に
焼
肉
を
囲
ん
で
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
自
然
の
中
で
味
わ
う
焼
肉
は
格
別
で
、
会
話
も

弾
み
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
鶴
居
事
務
所
会
議
室
に
移
動
し
、
女
性

部
員
と
一
緒
に
「
牛
乳
も
ち
」
作
り
を
体
験
。
皆
さ
ん

で
協
力
し
な
が
ら
作
っ
た
牛
乳
も
ち
は
、
や
さ
し
い
甘

さ
と
も
ち
も
ち
食
感
が
大
好
評
で
し
た
。
牛
乳
の
美
味

し
さ
や
、
幅
広
い
料
理
へ
の
応
用
が
で
き
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
外
の
駐
車
場
に

て
青
年
部
員
が
企
画
し
た
「
酪
農
ク
イ
ズ
大

会
」
と
「
プ
チ
運
動
会
」
を
開
催
。
親
子
で

一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
に
、
笑
顔
と
笑
い
声

が
あ
ふ
れ
、
ツ
ア
ー
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ

わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
都
市
と
農
村
が
つ
な
が
り
、
酪
農
の
現
場

に
触
れ
る
体
験
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

農村サマーフェスティバル　開催農村サマーフェスティバル　開催

夏休み親子酪農体験ツアーを受入れました夏休み親子酪農体験ツアーを受入れました
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酪農振興会　パークゴルフ大会　開催

　
７
月
28
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
１
週

間
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店
に
て
、
標
茶
高

校
２
年
生
の
生
徒
１
名
を
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
相
楽
管
理
部
長
か
ら
Ｊ
Ａ
の

事
業
内
容
や
組
織
概
要
、
そ
し
て
地
域
で

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
生
活
店
舗
で
の
職
業
体
験
に
臨

み
ま
し
た
。

　
店
内
で
は
担
当
職
員
に
教
わ
り
な
が

ら
、
肉
の
切
り
方
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
商
品

の
補
充
と
い
っ
た
業
務
に
挑
戦
。
慣
れ
な

い
作
業
に
緊
張
し
つ
つ
も
、
一
つ
ひ
と
つ

真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

普
段
の
学
校
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
仕

事
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
生
徒

さ
ん
に
と
っ
て
将
来
を
見
据
え
た
貴
重
な

職
業
体
験
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
、

今
後
の
進
路
選
択
や
将
来
の
夢
を
考
え
る

う
え
で
大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
地
域
の
若
い
世
代
に
Ｊ
Ａ
の

活
動
や
農
業
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

高校生インターンシップ　実施高校生インターンシップ　実施

各地
で花

火大会が開催されました！

各地
で花

火大会が開催されました！
　
８
月
６
日
、
白
糠
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
イ
ン
チ
ャ
ロ
に
て
、
酪
農
振
興

会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
の
中
、
会
員
、
役
職
員
18

名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
結
果
は
、
個
人
戦
優
勝
が

手
塚 
裕
明
さ
ん
（
音
別
・
白
糠

営
農
相
談
課
長
）。
団
体
戦
は
、

振
興
会
Ｃ
チ
ー
ム
（
瀬
戸 

賢
成

さ
ん
、
松
田 
浩
二
さ
ん
、
工
藤 

宏
昌
さ
ん
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
と
し

て
齊
藤 

和
弘
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
隣
に
あ
る
焼
肉
施
設
に

て
、表
彰
式
と
交
流
会
が
行
わ
れ
、

焼
肉
を
囲
み
和
や
か
な
雰
囲
気
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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８
月
23
日
、
白
糠
漁
港
特

設
会
場
に
て「
第
11
回
港
in

し
ら
ぬ
か
花
火
大
会
」が
開

か
れ
、
女
性
部
白
糠
支
部
フ

レ
ミ
ズ
部
会
が
屋
台
を
出
店

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

準
備
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
光
る
お

も
ち
ゃ
は
大
勢
の
来
場
客
に

大
好
評
で
し
た
。
特
に
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
早
々
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人

気
で
、
光
る
お
も
ち
ゃ
も
子

供
達
だ
け
で
は
な
く
若
い
女

性
に
も
喜
ば
れ
、
会
場
内
が

暗
く
な
る
と
た
く
さ
ん
の
光

が
見
え
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
や
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
約
一
万

発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。
迫
力
の
あ

る
花
火
に
、
会
場
を
埋
め
つ

く
し
た
観
客
か
ら
は
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
、
夏
の
思
い

出
に
残
る
一
夜
と
な
り
ま
し

た
。

各地
で花

火大会が開催されました！

各地
で花

火大会が開催されました！

港inしらぬか花火大会で港inしらぬか花火大会で
女性部白糠支部フレミズ部会が出店女性部白糠支部フレミズ部会が出店

鶴居ふるさと盆踊り花火大会　開催鶴居ふるさと盆踊り花火大会　開催
　
８
月
15
日
、
鶴
居
村
営
球
技
場

に
て
、
つ
る
い
４
大
イ
ベ
ン
ト
の

第
二
弾
「
鶴
居
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

花
火
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
提
灯
で
装
飾
さ
れ

た
会
場
で
は
、
太
鼓
の
音
や
音
楽

が
響
き
わ
た
る
中
、
子
供
の
部
と

大
人
の
部
に
分
か
れ
て
踊
り
、
参

加
者
も
見
て
い
る
人
も
笑
顔
が
溢

れ
て
い
て
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。ま
た
、露
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
も
多
数
あ
り
、
焼
き
鳥
や

わ
た
あ
め
な
ど
を
片
手
に
、
盆
踊

り
の
味
わ
い
を
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火

毎
年
恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
夏
の
鶴

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
夏
の
鶴

居
村
を
彩
る
花
火
大
会
と
な
り
ま

居
村
を
彩
る
花
火
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。
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８
月
５
日
、
鶴
居
事
務
所
大
会
議
室
に
て
、
独
占
禁
止
法
に
係

る
研
修
会
が
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
規
制
改
革
実
施
計
画
や
総
合
的
な
監
督
指
針

に
お
い
て
も
、
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
行
為
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
下

請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
８
年
よ
り
施
行
と
な
る
た
め
、
適
用

対
象
や
禁
止
事
項
へ
の
新
た
な
対
応
に
つ
い
て
も
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
研
修
会
は
二
部
制
で

行
わ
れ
、第
一
部
で
は
、

公
正
取
引
委
員
会
に
よ

る
農
協
と
独
占
禁
止
法

等
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
よ
く
あ
る
質
問

や
判
断
に
迷
う
事
例
な

ど
を
質
問
形
式
で
取
り

上
げ
、
考
え
方
な
ど
を

説
明
す
る
Ｑ
Ａ
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
研
修
会
で
学
ん
だ

事
を
順
守
し
公
正
で
適

切
な
事
業
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

独占禁止法に係る研修会　開催独占禁止法に係る研修会　開催

哺育育成センターに預託しませんか！労働力が不足している方
育成牛の飼養スペースが足りない方

・新規で預託する場合、「鶴居哺育育成センター互助会」に加入して頂きます。（互助会費は入牧頭数1頭につき1,000円）

・３日齢から受入しています。なお、受入頭数に余裕がある場合は、育成牛の受入や預託期間を延長出来ます。（要協議）

令和７年８月２０日現在飼養頭数
区分 収容可能頭数 在場頭数 受入可能頭数

導入舎 70 頭 50 頭 20 頭

哺育舎 80 頭 66 頭 14 頭

3・6舎 150 頭 89 頭 61 頭

7・8舎 100 頭 94 頭 6 頭

合計 400 頭 299 頭 101 頭

預託料金（１日当たり）
０日齢～ ６０日齢 税抜８７０円（税込９５７円）

６１日齢～１５０日齢 税抜６７０円（税込７３７円）

１５１日齢～２４０日齢 税抜６５０円（税込７１５円）

２４１日齢～ 税抜６５０円（税込７１５円）

預託牛受入に関するお願い
預託農家の皆様、NOSAI、哺育育成セン
ター間の情報共有のため、 預託を希望され
る牛に治療歴 ・ 薬歴等がある場合、事前
に申告下さいますようお願い致します。

7月は18頭の退場に対しまして、20頭の入場
があり在場頭数は2頭の増頭となりました。
ご協力ありがとうございました。引き続き、組
合員の皆様からのお電話をお待ちしています。

畜産生産部販売課　　　TEL：0154-65-2314
鶴居哺育育成センター　TEL：0154-64-2260

お問い合わせ先モーっと友達が
欲しいな
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
―シリーズ「自給飼料の有効活用」①― 

追播で草地の牧草率を高めよう 

 牧草の衰退が気になる草地はありませんか？追播をすることで、放

牧地の植生改善や採草地の裸地を埋めることができます。今回は事例

をもとに追播の方法を確認していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
普普及及セセンンタターーHHPP  

ははここちちらら  ▶▶  

▲作溝式のは種機 

追追播播前前  追追播播後後  
は種した牧草 

放牧地①：メドウフェスク(1.0kg/10a)＋ 

ペレニアルライグラス(1.0kg/10a) 

放牧地②：フェストロリウム(2.0kg/10a) 

追追播播ののししかかたた  

草草種種のの選選定定  

釧釧路路管管内内のの追追播播のの事事例例  

 溝を切っては種 

追播により草地の生産性を高めることができます。適切に

追播技術を使い、おいしい草をつくりましょう。 

既存植生があるため、ブロードキャスターによる散播

だと定着しにくくなります。そのため、作溝式のは種機

を利用します。 

は種した牧草と既存の植生との競合を回避するため、草丈が短いうちには種します。特に春

は伸長が早いので４月下旬～５月上旬には、は種するようにしましょう。 

 

草種によって異なる特徴を持つため、用途に合わせて牧草を選ぶことが大切です。以下に主

な草種と特徴を挙げます。 

こちらの農場では、裸地が目立ってきた放牧地で、令和６年４月 28 日に追播を実施しました。

翌年春には次の写真のとおり、裸地が埋まり牧草率が改善しました。 
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　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ ・・・ ・・・ 01 02 03 04
音別取次センター

営業日
05 06 07 08 09 10 11

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

12 13 14 15 16 17 18
　スポーツの日 幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
19 20 21 22 23 24 25

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

26 27 28 29 30 31 ・・・
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日

　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 01

02 03 04 05 06 07 08
　文化の日 幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
09 10 11 12 13 14 15

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

16 17 18 19 20 21 22
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
23 24 25 26 27 28 29

　勤労感謝の日 　振替休日 幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

30 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
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営業日 営業日

28 29 30 31 ・・・ ・・・ ・・・
　正月休み 　正月休み 　正月休み 　正月休み 　正月休み

幌幌呂呂・・音音別別「「取取次次セセンンタターー」」営営業業日日カカレレンンダダーー

営業時間　午前１０時～午後３時まで。（12時から1時間お休みいたします）
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牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ

作り方

材料（2人分）
油揚げ………………………………………………… 2 枚
芽ヒジキ………………………………………… 大さじ 1
シイタケ……………………………………………… 2 個
鶏ひき肉…………………………………………… 100g
　　しょうゆ………………………………… 大さじ 1/2
　　砂糖………………………………………… 小さじ 1
　　片栗粉……………………………………… 小さじ 1
サツマイモ………………………………………… 150g
　　牛乳…………………………………………… 300ml
　　水……………………………………………… 50ml
　　みりん……………………………………… 大さじ 3
　　塩………………………………………… 小さじ 1/2
細ネギ………………………………………………… 適宜

①油揚げはぬるま湯でよくもみ洗いし、水気
を絞って半分に切り、切り口から指を入れ
て袋状に開く。芽ヒジキは水400ml（材
料外）で戻し、水を切る。 

②シイタケは軸を除いて薄く切り、ボウルに
入れる。ひき肉、Aを加えて混ぜ、芽ヒジ
キを加えてさらに混ぜる。油揚げに1/4量
ずつ詰め、つまようじで留める。

③鍋に②とB、1cm幅の輪切りにしたサツマイモを入れて中火にかける。煮立つ前に、水でぬらしたキッ
チンペーパーをかぶせ、弱火にして20～25分間煮る。

④火を止め、ふたをしてそのまま20分間蒸らす。器に盛り、4cm長さに切った細ネギを添える。

牛乳の甘味を生かして
減塩してもおいしい
キノコとヒジキのミルク袋煮

A

B

S.M

トミー

のん

あふがん

ヒロコ

万年ボギー

タイちゃん

つぶやきコーナー
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A B C D E

キ
リ
ト
リ

９月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは10月号に掲載するよっ！！

1 3 8 10 12８月号
の答え １　風鈴がない　　　　　３　カモメが増えている 

８　ビーチボールがない　10　ストローが２本になっている 
12　ケチャップがかかっている

ククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　９月の第３月曜日は――の日。国民の祝日です
２　敷布団にかけます
３　ツナやビールを詰めます
４　仕入価格のこと
５　空振りしたらバットが切るもの
７　高知市の景勝地。坂本龍馬像があります
９　重い――を上げて出かけた
11　ダリアやコスモスはこの植物の仲間
12　文は主語、――、目的語などからできています
13　鶏卵の重量の60%を占めます
15　兄が一人いる男性
16　しめ縄から下げる白い紙。「垂」「四手」と書きます
17　なくて七――

１　車窓を流れていきます
３　おしゃべりではありません
６　アルファベットの５番目
７　�９月１日は――大震災の起きた日。現在は防災の日
になっています

８　あばら骨ともいいます
10　塗装していない、――のカウンター
14　数え年99歳のお祝いです
16　ホッキョクグマの別名
18　終わったら秋になります
19　祭りの――で焼きそばを買った
20　十五夜に供える月見――

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。

　　　あたまのあたまの
　　　体操　　　体操
正解者３名に

ゆめぴりか２kg
をプレゼント!!

なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。

《応募方法》
左下の部分を鶴居事務所 管理課へ
FAX（0154-64-2315）をいただくか、
切り取っていただき各事務所へ提出してください。

《締め切り》
　2025年９月25日まで
　当選者の発表は10月号にて発表します。
　�プレゼントのお渡しは発送とさせていただきます。

トミー さん・のん さん・Yuじ さん

おめでとうございます!! ８月号の当選者

今月の
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大変お世話になりました。
7月31日をもって退職となりました。

堀　　俊夫　　購買部燃料課鶴居給油所係長
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□�この夏もいろいろなイベントがありましたね。取材で訪問させていただきましたが、ど

のイベントも暑さに負けることなく盛り上がっていました。

　近年暑さが続くことが増えてきました。体調を崩したりしてませんか？

　�２番牧草、デントコーンなども順調な生育をしてくれると良いですね。忙しい日が続き

ますが事故、怪我なく作業が順調に進むことを願っております。（田村）

■令和７年度 　生乳生産実績（７月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,530,532.1 106.3 38,381,204.9 106.6
鶴 居 地 区 3,603,846.0 103.1 14,701,708.3 107.3
幌 呂 地 区 2,880,281.9 111.1 11,429,803.9 108.0
白 糠 地 区 1,788,878.4 109.5 7,081,128.8 106.6
音 別 地 区 1,257,525.8 101.0 5,168,563.9 102.1

管 内 計 45,452,114.0 104.4 183,418,307.0 104.0
（前年度管内計） 43,543,485.4 176,822,795.9

理　事　会　報　告
７月定例理事会　令和７年７月29日（火曜日）
報告事項　�

１．専決事項及び諸会議について

２．各委員会・諸会議等について

３．６月末財務状況について

４．事業の実施処理状況について

５．第４次中期計画（第１年次）の進捗状況について

付議事項　�

議案第１号　固定資産の取得について

議案第２号　融資の承認について

議案第３号　諸規程の一部変更について

議案第４号　�第３回臨時総会の招集および提出議案に

ついて

議案第５号　議決権行使書面の取扱いについて

その他協議事項　�

１．当面の業務日程について

２．その他


